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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
目地部を介して設けられた左右の床躯体の一方の床躯体の目地部側の床面に形成された目
地プレートスライド支持凹部と、この目地プレートスライド支持凹部に左右方向に案内で
きるように所定間隔で配置された複数個のガイドレールと、前記目地プレートスライド支
持凹部の左右方向の中央部である前記複数個のガイドレールの左右方向の中央部に先端部
がスライド移動可能に支持され、後端部が前記他方の床躯体の目地部側の床面に、該床面
の上面と上面がほぼ同一面となるように取付けられた床目地プレートと、この床目地プレ
ートの先端部がスライド移動できるように、前記目地プレートスライド支持凹部を覆うカ
バープレートと、前記床目地プレートの先端部と前記目地プレートスライド支持凹部の反
目地部側端部との間の前記ガイドレールに所定間隔で配置された、前記カバープレートに
かかる荷重を支持する複数個の支持体、この支持体を伸縮可能に接続する、一端が前記床
目地プレートの先端部に取付けられ、他端が前記目地プレートスライド支持凹部の反目地
部側に取付けられた伸縮部材とからなるカバープレート支持部材とで構成されていること
を特徴とする床用目地装置。
【請求項２】
ガイドレールは上部が開口する断面チャンネル状に形成されたものが使用され、床目地プ
レートは複数個のガイドレールに案内されて移動できるローラが設けられた可動アームと
、この可動アームに一端部が固定あるいは回動可能に取付けられ、他端部が他方の床躯体
の目地部側の床面に回動可能あるいは前後方向のスライド移動部材に固定状態で取付けら
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れた複数本の支持アームと、この複数本の支持アームに両側部がスライド移動可能に重な
り合うように、該複数本の支持アームの先端部から後端部を覆うように取付けられた複数
枚の床パネルとで構成されていることを特徴とする請求項１記載の床用目地装置。
【請求項３】
カバープレート支持部材は複数個のガイドレールにそれぞれ所定間隔で配置された上下面
にローラが設けられたカバープレートにかかる荷重を支持する複数個の支持体と、この複
数個の支持体のうちのそれぞれのガイドレールに位置する複数個の支持体を所定間隔とな
るように接続する一端部が床目地プレートの先端部に取付けられ、他端部が目地プレート
スライド支持凹部の反目地部側に取付けられたスプリングあるいは伸縮リンクを用いた伸
縮部材とで構成されていることを特徴とする請求項１記載の床用目地装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
本発明は目地部を介して設けられた左右の床躯体間の目地部を伸縮可能に覆い、かつ大き
な荷重が加わっても、撓んだりするのを効率よく阻止することができる床用目地装置に関
する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、この種の床用目地装置は一方の床躯体の目地部側の床面に形成した目地プレート
スライド支持凹部をモルタルで平坦に加工しなければ、床目地プレートやカバープレート
支持部材をスムーズにスライド移動させることができないので、目地プレートスライド支
持凹部を平坦に加工する作業が必要で、その施工に手数と時間がかかるという欠点があっ
た。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特許第３４４５２０８号公報
【特許文献２】特許第３９２３４５７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　本発明は以上のような従来の欠点に鑑み、一方の床躯体の目地部側の床面に形成した目
地プレートスライド支持凹部をモルタルで平坦となるような手数と期間が不要で、スムー
ズに床目地プレートやカバープレート支持部材をスライド移動させることができる、短時
間で簡単に設置することができ、大きな荷重が加わっても撓んだりすることなく、安全に
使用することができる床用目地装置を提供することを目的としている。
【０００５】
　本発明の前記ならびにそのほかの目的と新規な特徴は次の説明を添付図面と照らし合わ
せて読むと、より完全に明らかになるであろう。
　ただし、図面はもっぱら解説のためのものであって、本発明の技術的範囲を限定するも
のではない。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
上記目的を達成するために、本発明は目地部を介して設けられた左右の床躯体の一方の床
躯体の目地部側の床面に形成された目地プレートスライド支持凹部と、この目地プレート
スライド支持凹部に左右方向に案内できるように所定間隔で配置された複数個のガイドレ
ールと、前記目地プレートスライド支持凹部の左右方向の中央部である前記複数個のガイ
ドレールの左右方向の中央部に先端部がスライド移動可能に支持され、後端部が前記他方
の床躯体の目地部側の床面に、該床面の上面と上面がほぼ同一面となるように取付けられ
た床目地プレートと、この床目地プレートの先端部がスライド移動できるように、前記目
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地プレートスライド支持凹部を覆うカバープレートと、前記床目地プレートの先端部と前
記目地プレートスライド支持凹部の反目地部側端部との間の前記ガイドレールに所定間隔
で配置された、前記カバープレートにかかる荷重を支持する複数個の支持体、この支持体
を伸縮可能に接続する、一端が前記床目地プレートの先端部に取付けられ、他端が前記目
地プレートスライド支持凹部の反目地部側に取付けられた伸縮部材とからなるカバープレ
ート支持部材とで床用目地装置を構成している。
【発明の効果】
【０００７】
　以上の説明から明らかなように、本発明にあっては次に列挙する効果が得られる。
（１）　請求項１により、目地プレートスライド支持凹部に左右方向に案内できるように
複数個のガイドレールを所定間隔で配置しているので、従来のように目地プレートスライ
ド支持凹部の内底面全体をモルタルで平坦に加工する作業が不要で、複数個のガイドレー
ルを、シムを用いて平坦となるように目地プレートスライド支持凹部に設置するだけでよ
く、工期を短縮することができる。
（２）　　前記（１） によって、目地プレートの先端部およびカバープレート支持部材
の支持体がガイドレールによって左右方向にスライド移動するため、スムーズに左右方向
にスライド移動させることができる。
　したがって、地震時の左右の床躯体の揺れ動きを効率よく吸収することができる。
（３）　　前記（１） によって、カバープレート支持部材の支持体がガイドレールに案
内されて移動するため、スムーズに移動させることができる。
　したがって、地震で目地部が広くなり、床目地プレートの先端部と目地プレートスライ
ド支持凹部の反目地部側との間の隙間が広くなっても、カバープレート支持部材の支持体
のスムーズな移動により、隙間が大きくなるのを阻止し、カバープレートに大きな荷重が
加わっても、撓んだりするのを効率よく阻止することができる。
（４）　請求項２も前記（１）～（３）と同様な効果が得られるとともに、床目地プレー
トをよりスムーズに左右方向にスライド移動させることができる。
（５)　請求項３も前記（１）～（３）と同様な効果が得られるとともに、よりスムーズ
に複数個の支持体をガイドレールに案内されて移動させることができる。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】本発明を実施するための第１の形態の平面図。
【図２】図１の２－２線に沿う断面図。
【図３】本発明を実施するための第１の形態のガイドレールの設置状態を示す説明図。
【図４】本発明を実施するための第１の形態の床目地プレートの平面図。
【図５】本発明を実施するための第１の形態の床目地プレートの底面図。
【図６】図４の６－６線に沿う断面図。
【図７】本発明を実施するための第１の形態のカバープレート支持部材の説明図。
【図８】本発明を実施するための第１の形態の地震で目地部が狭くなった動作説明図。
【図９】本発明を実施するための第１の形態の地震で目地部が広くなった動作説明図。
【図１０】本発明を実施するための第１の形態の地震で異なる前後方向に揺れ動いた動作
説明図。
【図１１】本発明を実施するための第２の形態の平面図。
【図１２】図１１の１２－１２線に沿う断面図。
【図１３】本発明を実施するための第２の形態の床目地プレートの説明図。
【図１４】本発明を実施するための第３の形態の平面図。
【図１５】図１４の１５－１５線に沿う断面図。
【図１６】本発明を実施するための第３の形態の床目地プレートの取付け状態の説明図。
【図１７】本発明を実施するための第４の形態の平面図。
【図１８】図１７の１８－１８線に沿う断面図。
【図１９】本発明を実施するための第４の形態の床目地プレートの説明図。
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【図２０】本発明を実施するための第５の形態の平面図。
【図２１】図２０の２１－２１線に沿う断面図。
【図２２】本発明を実施するための第５の形態の床目地プレートの説明図。
【図２３】本発明を実施するための第６の形態の平面図。
【図２４】図２３の２４－２４線に沿う断面図。
【図２５】本発明を実施するための第６の形態のカバープレート支持部材の説明図。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
以下、図面に示す本発明を実施するための形態により、本発明を詳細に説明する。
【００１０】
　図１ないし図１０に示す本発明を実施するための第１の形態において、１は目地部２を
介して設けられた左右の建物、道路や通路等の左右の躯体３、３の床躯体４、４間を、地
震で揺れ動いても、その揺れ動きを吸収することができるように設けられた本発明の床用
目地装置で、この床用目地装置１は前記左右の床躯体４、４の一方の床躯体４の目地部側
の床面に形成された目地プレートスライド支持凹部５と、この目地プレートスライド支持
凹部５に左右方向Ｘに案内できるように所定間隔でシム６を用いて平坦となるように複数
本のアンカーボルト７で固定された、上部が開口する複数個のチャンネル状のガイドレー
ル８と、前記目地プレートスライド支持凹部５と対応する前記他方の床躯体４の目地部側
の床躯体に複数本のアンカーボルト９で固定されたアングル状の目地プレート支持金具１
０と、この目地プレート支持金具１０に後端部が支持され、先端部が前記目地プレートス
ライド支持凹部５の左右方向Ｘの中央部に位置し、かつ前記複数個のガイドレール８に案
内されてスライド移動する、前記他方の床面４ａと上面がほぼ同一面の床目地プレート１
１と、この床目地プレート１１の先端部のスライド移動ができるように、前記目地プレー
トスライド支持凹部５を覆うカバープレート１２と、前記床目地プレート１１の先端部と
前記目地プレートスライド支持凹部５の反目地部側端部との間に設けられた、前記カバー
プレート１２に荷重がかかっても撓んだりするのを防止するカバープレート支持部材１３
とで構成されている。
【００１１】
　前記床目地プレート１１は図４ないし図６に示すように、前記複数個のガイドレール８
にそれぞれ案内されて移動できるローラ１４が設けられた可動アーム１５と、この可動ア
ーム１５の複数個の台形状の凹部１６に一端部がそれぞれ回動可能に枢支ピン１７で支持
され、他端部が前記目地プレート支持金具１０に固定あるいは枢支ピン１８で枢支された
複数本の支持アーム１９と、この複数本の支持アーム１９にそれぞれ枢支ピン２０で枢支
された、該複数本の支持アーム１９の先端部から後端部を、両端部がスライド移動可能に
突片２１と凹部２２が重なり合う複数枚の床パネル２３とで構成されている。
【００１２】
　前記カバープレート支持部材１３は図７に示すように、前記ガイドレール８にそれぞれ
案内されて移動する角筒部材２４の上・下部へ突出するローラ２５、２５が設けられた複
数個の支持体２６と、この直列状態で配置された２個の支持体２６、２６を所定間隔とな
るようにスプリング２７で接続するとともに、一方の支持体２６を前記床目地プレート１
１の先端部にスプリング２７で接続し、他方の支持体２６を前記目地プレートスライド支
持凹部５の反目地部側にスプリング２７で接続した伸縮部材２８と、前記複数個のガイド
レール８に支持され、ほぼ同じ位置の一方の支持体２６や他方の支持体２６をそれぞれ倒
れたりしないようにつなぐつなぎ部材２９、２９とで構成されている。
【００１３】
　上記構成の床用目地装置１は、目地プレートスライド支持凹部５に直接複数個のガイド
レール８を取付けるだけで設置できるので、短時間に設置できるとともに、通常時には左
右の床躯体４、４間は床目地プレート１１、カバープレート１２とで、該左右の床躯体４
、４の上面とほぼ同一面となる状態で覆われている。
【００１４】
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　地震で目地部２が狭くなると、図８に示すように床目地プレート１１の先端部が複数個
のガイドレール８の案内によってスムーズに内部へ入り込むとともに、カバープレート支
持部材１３の伸縮部材２８であるスプリング２７、２７、２７および複数個のガイドレー
ル８によって、スムーズに一方の支持体２６と他方の支持体２６との間隔が狭くなるよう
に移動し、カバープレート１２に大きな荷重が加わっても、一方の支持体２６と他方の支
持体２６でその荷重を受け、カバープレート１２が撓んだりするのを効率よく阻止する。
【００１５】
　地震で目地部２が広くなると、図９に示すように床目地プレート１１の先端部が複数個
のガイドレール８の案内によって目地プレートスライド支持凹部５より飛び出す方向にス
ムーズに移動するとともに、カバープレート支持部材１３の伸縮部材２８であるスプリン
グ２７、２７、２７によって、一方の支持体２６と他方の支持体２６との間隔が広くなる
ようにガイドレール８によってスムーズに移動し、カバープレート１２を所定間隔で支持
し、大きな荷重が加わっても一方の支持体２６と他方の支持体２６でその荷重を受け、カ
バープレート１２が撓んだりするのを効率よく阻止する。
【００１６】
　地震により左右の床躯体４、４が異なる前後方向Ｙに揺れ動くと、図１０に示すように
床目地プレート１１の可動アーム１５に対し、複数本の支持アーム１９が回動するととも
に、複数枚の床パネル２３は両端が重なり合う状態を保ってスライド移動し、その揺れ動
きを吸収する。
　なお、地震の揺れ動きが停止すると、元の状態へ自動的に戻る。
[発明を実施するための異なる形態]
【００１７】
　次に、図１１ないし図２５に示す本発明を実施するための異なる形態につき説明する。
なお、これらの本発明を実施するための異なる形態の説明に当って、前記本発明を実施す
るための第１の形態と同一構成部分には同一符号を付して重複する説明を省略する。
【００１８】
　図１１ないし図１３に示す本発明を実施するための第２の形態において、前記本発明を
実施するための第１の形態と主に異なる点は、可動アーム１５と複数本の支持アーム１９
の一端部を溶接等で固定するとともに、他端部を半円弧状にして目地プレート支持金具１
０に枢支ピン２０で回動できるように取付けた床目地プレート１１Ａを用いた点で、この
ような床目地プレート１１Ａを用いて構成した床用目地装置１Ａにしても、前記本発明を
実施するための第１の形態と同様な作用効果が得られる。
【００１９】
　図１４ないし図１６に示す本発明を実施するための第３の形態において、前記本発明を
実施するための第１の形態と主に異なる点は、他方の床躯体４の目地部側床面に床目地プ
レート１１の後端部の複数本の支持アーム１９を固定あるいは回動可能に取付けられるよ
うに目地プレート支持凹部３０を形成した点で、このように構成した床用目地装置１Ｂに
しても、前記本発明を実施するための第１の形態と同様な作用効果が得られる。
【００２０】
　図１７ないし図１９に示す本発明を実施するための第４の形態において、前記本発明を
実施するための第１の形態と主に異なる点は、Ｔ字状の複数本の支持アーム１９Ａと、こ
の複数本の支持アーム１９Ａに沿うように左右方向Ｘの両端部がスライド移動可能に突片
２１と凹部２２が重なり合う複数枚の床パネル２３Ａを用いた床目地プレート１１Ｂを用
いた点で、このような床目地プレート１１Ｂを用いて構成した床用目地装置１Ｃにしても
、前記本発明を実施するための第１の形態と同様な作用効果が得られる。
【００２１】
　図２０ないし図２２に示す本発明を実施するための第５の形態において、前記本発明を
実施するための第１の形態と主に異なる点は、クランク状の目地プレート支持金具３１を
用いるとともに、可動アーム１５と複数本の支持アーム１９の一端部を溶接で固定し、複
数本の支持アーム１９の他端部の下部にガイドアーム３２を固定し、複数本の支持アーム
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１９の他端部の下部にガイドアーム３２を固定し、かつ複数本の支持アーム１９に目地カ
バー３３を固定した床目地プレート１１Ｃを用い、該床目地プレート１１Ｃのガイドアー
ム３２と前記目地プレート支持金具３１との間にローラ３４あるいはスベリ材を介装した
点で、このように構成された床用目地装置１Ｄにしても、前記本発明を実施するための第
１の形態と同様な作用効果が得られる。
【００２２】
　図２３ないし図２５に示す本発明を実施するための第６の形態において、前記本発明を
実施するための第５の形態と主に異なる点は、可動アーム１５の底面に複数個のガイドレ
ール８に沿ってスライド移動する、スベリ材３５を固定した床目地プレート１１Ｄを用い
るとともに、スベリ材３６を底面に取付けた支持体２６Ａ、この支持体２６Ａを所定間隔
で位置させる四角枠形状の伸縮リンク３７、３７を用いたカバープレート支持部材１３Ａ
を使用した点で、このような床目地プレート１１Ｄやカバープレート支持部材１３Ａを用
いて構成した床用目地装置１Ｅにしても、前記本発明を実施するための第５の形態と同様
な作用効果が得られる。
【産業上の利用可能性】
【００２３】
　本発明は目地部を介して設けられた左右の床躯体間の目地部を伸縮可能に覆う床用目地
装置を製造する産業で利用される。
【符号の説明】
【００２４】
１、１Ａ、１Ｂ、１Ｃ、１Ｄ：床用目地装置、
２：目地部、　　　　３：躯体、
４：床躯体、　　　　　
５：目地プレートスライド支持凹部、
Ｘ：左右方向、　　　６：シム、
７：アンカーボルト、　　８：ガイドレール、
９：アンカーボルト、　　１０：目地プレート支持金具、
１１、１１Ａ、１１Ｂ、１１Ｃ、１１Ｄ：床目地プレート、
１２：カバープレート、
１３、１３Ａ：カバープレート支持部材、
１４：ローラ、　　　１５：可動アーム、
１６：台形状の凹部、　　１７：枢支ピン、
１８：枢支ピン、　　　１９、１９Ａ：支持アーム、
２０：枢支ピン、　　　２１：突片、
２２：凹部、　　　　２３、２３Ａ：床パネル、
２４：角筒部材、　　　２５：ローラ、
２６、２６Ａ：支持体、　　２７：スプリング、
２８：伸縮部材、　　　２９：つなぎ部材、
Ｙ：前後方向、　　　３０：目地プレート支持凹部、
３１：クランク状の目地プレート支持金具、
３２：ガイドアーム、　　３３：目地カバー、
３４：ローラ、　　　３５：スベリ材、
３６：スベリ材、　　　３７：伸縮リンク。
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